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◇自作の塩ビ管スピーカー、今年も横浜で開催 
 
 塩ビ管を使って手軽に音作りを楽しむ仲間による

「集まれ塩ビ管スピーカー」の関東オフ会が、5 月 4
日（金）、横浜ラポールにて開催されました。今回のオ

フ会は 8 回目を迎えました。当日はおよそ 30 名が参

加し、会のメンバー12 組の方が自分で選んだ曲を自

慢のスピーカーで披露しました。 
 視聴をされている方の中には愛知県から塩ビ管ス

ピーカーの音を聞きに来られた方もいました。 
 
 このオフ会は普段はインターネット上で意見交換をしている面々が、自作の塩ビ管ス

ピーカーを持ち寄り、自慢の音を鳴らし音自慢し意見交換するのが目的です。様々な素材

のスピーカーがある中で、塩ビ管を使うことによって、豊かな重低音とクリアな音質が出

せるのが特徴で、DIY ショップでいろいろな厚さ、径の違う管が比較的安価に入手でき、

切ったりつないだりの工作が簡単で手軽に音作りができることから始まったとのことです。

年に一度、この時期に集まることが恒例となったとはいえ、開催の都度新しい展開がある

ことも、これまで長く続いている理由の一つでもあるようです。 
 
 最近は素材だけでなくスピーカーユニットや仕組みを研究

し、如何に音質を上げるかに力を入れている方も多く、そのこ

だわりは専門用語が飛び交い理解出来ないほどでした。 
 
 「集まれ塩ビ管スピーカー」を主催している“たてちゅう”

さんの作品名「グフ風塩ビ管スピーカー」は、グレーの塩ビ管

を青に塗装しガンダムのグフに見立てています。 
 
 他にも塩ビ管を白に塗装し内部にも塩ビ管を入れて低音部

の音域を拡げた「MS-06J ホワイトオーガー」、100 円ショッ

プのスピーカーのユニットを使った「Ｄソー１、Ｄソー２」、

会場のどこにいてもいい音を聴けた「トルネードフライ + 
88-Sol」などそれぞれ個性的な作品が沢山ありました。 
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会場の様子 

グフ風塩ビ管スピーカー 

http://www.enbisp.com/


 
 今後もオフ会は毎年開催されていくとの事で、楽器作りと音へのこだわりはさらに広

がっていくことが期待されます。 

 

 
 
◇2002 年 レバノン旅行記（９）－英語は自然に覚えましょう－ 

一般社団法人 日本化学工業協会 若林 康夫 
 
 お医者さんが多いレバノンですが、もともと商人だったフェニキア人を先祖に持つレバ

ノン人。男女を問わず、ちょっとお金が出来ると独立をして商売や仕事をしようとする人

が沢山います。 
 もともと人口密度の高い国ですから、レバノン中どこへ行ってもお店と事務所だらけ。 
よくまぁ共倒れしないものだと感心してしまいます。 
 
日本とちょっと違うなぁと思うのは 

  お花屋さん 
  香水屋さん 
  雑貨店 
  お菓子屋さん 

は男性が経営する店だとされ、女性の店員さんも、ほとんどいないということです。 
 
 きれいに飾られた花の向こうで、ひげを話したアラブのおじさんがにっこり。 
「このお花綺麗でしょ。こうやって手入れをすれば長持ちしますよ」「この花とこの花の組

み合わせならこういう風にアレンジすると見栄えがしますよ」などといわれると、何とな

く変な気がします。 
 
 女性のオーナーが多いのはやはり洋服屋さん。 
それ以外にはベビー洋品店と文房具屋さんが多いようです。 
女性の社会進出が進んでいるレバノン。育児所や託児所はそこら中にあります。 
公営私営を含め基本的には 24 時間、いつでも預かってくれます。 
ちょっとお金がある家ではフィリピン人などの乳母や育児係りを雇う人も多いようです。 
 

■随想 

MS-06J ホワイトオーガー Ｄソー１、Ｄソー２ トルネードフライ + 88-Sol 



 子どもたちは小さくてもアラビア語と英語がぺらぺら。 
両親たちとの会話はアラビア語ですが、子ども向けのテレビ番組は英語とのバイリンガル

放送かアラビア語字幕。 
このため、好きなテレビを見ているだけで英語を覚えてしまうそうです。 
初めはアラビア語に吹きかえる予算がないのかな、と思っていましたが、教育的配慮から

わざとこうしているそうです。 
そういえば、大人向けの海外映画やドラマなどはちゃんとアラビア語に吹きかえられてい

ます。 
 通常テレビチャンネルが少ないレバノン（国営２チャンネル，民放２チャンネル）、一般

家庭でも衛星放送を受信していることが多いので、英語放送に親しむ機会はもっと多いよ

うです。 
 
また、旧フランスの植民地ということでフランス語教育も盛んです。 
そのため、ほとんどの人がアラビア語，英語，フランス語を解します。 
 
 ちなみに、私が滞在しているホテルももちろん衛星放送を受信しています。 
あの、カタールの放送局「アルジャジーラ」が見放題です。 
日本では見たことがない、アルカイダ・メンバーへの直接インタビューや、ウサマ・ビン・

ラディン側近のメッセージをバンバン流しています（全部アラビア語なので、あまりよく

分からないのですけど）。 
（つづく） 

次回は、（１０）－赤十字－です。 
⇒ バックナンバー 
 
 
 

 

●メールマガジンバックナンバー 

●メールマガジン登録 

●メールマガジン解除 
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